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グループ概況 

会社数   連結子会社61社、持分法適用関連会社2社 
従業員数 2,956名（連結） 
主要事業 空間情報コンサルティング、不動産・住宅、太陽光発電、金融業 

 日本ｱｼﾞｱ証券 

ファイナンシャル 

サービス事業 

 国際ﾗﾝﾄﾞ＆ﾃﾞｨﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄ 

グリーンプロパティ事業 

 ＪＡＧ国際ｴﾅｼﾞｰ 

グリーンエネルギー事業 

空間情報 

コンサルティング事業 

（東京証券取引所マザーズ：3751） 

 国際環境ｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ 

 ＫＨＣ 

 宮崎ｿｰﾗｰｳｪｲ 

 KOKUSAI EUROPE Gmbh 

 国際航業ホールディングス 

 おきなわ証券 

 日本ｱｼﾞｱ・ｱｾｯﾄ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 

 Japan Asia Securities Limited 

 日本アジアホールディングズ 

 GEOSOL GROUP 

 国際航業 

 ｱｽﾅﾙｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ 

 北京国吉空間信息咨詢 

 国際文化財 

 琉球国際航業 

平成25年9月30日時点 
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各セグメントの事業 

 
空間情報・国土デザイン技術、PPP/PFI事業、 
アセットマネジメント、防災・減災まちづくり 

 
金融サービス、金融商品の組成販売 
投融資資金の調達 

 
不動産ソリューション 
エコタウン開発 
資産の省エネ･創エネ化 

 
再生可能エネルギー 
太陽光発電 

グリーンエネルギー事業 グリーンプロパティ事業 

空間情報コンサルティング事業 

ファイナンシャルサービス事業 
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直近の主な取組み・活動 

杵築ｿｰﾗｰｳｪｲ 陸上放射線計測システム 

【グリーン・コミュニティ】 
「総務省 ICT 街づくり推進事業」 
柏の葉スマートシティで公民学連携
型の総合健康支援サービスの実証
事業を実施 

【空間情報コンサルティング】 

環境・エネルギーフォーラム「REDD+
と民間セクターの可能性」を開催 
 

水道機工㈱と業務提携 GISによる
「見える化」で包括的上下水道管理 
 

AMEC Asia㈱と業務提携 除染業
務における放射線計測技術を強化 

【グリーンエネルギー】 
【竣工】 （数値：MW） 

大分県杵築市(2.0),大分県宇佐
市(1.0),栃木県那珂川町(1.8) 
 

【開発】（数値：MW） 

神奈川県大井町(13.0),福岡県苅
田町(2.0),静岡県富士市（1.3） 
 

【資金調達】 
杵築市・宇佐市・那珂川町は証券
化スキームにより資金調達 
 【海外】 

国連国際防災戦略のPrivate Sector  
Advisory Group議長に就任 

【その他】 
第三者割当による新株予約権（行
使価額修正選択権付）の発行等 
 

持分法適用関連会社の譲渡 

【グリーンプロパティ】 
㈱ｱｲ･ｴｽ･ｿﾘｭｰｼｮﾝと業務提携 
中国向け土壌汚染関連ｻｰﾋﾞｽ強化  



© 2011Japan Asia Group Limited All Rights Reserved. 

2014年3月期 第3四半期 決算概況 

・第3四半期決算 要旨 

・2014年3月期 第3四半期 連結決算（Ｐ/Ｌ） 

・当社グループの業績特性 

・セグメント別業績（Ｐ/Ｌ） 

・セグメント別概要 

・2014年3月期 第3四半期 連結決算（B/S） 
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第3四半期決算 要旨  

第3四半期も黒字継続し、増収増益     

・ 全セグメントで増収増益を達成 

   公共インフラの安全対策業務の受注が好調な空間情報コンサルティング事業、 

   国内外株式の取扱拡大に伴うファイナンシャルサービス事業の好調 

 

・ 国際航業を中心とする空間情報コンサルティング事業で    

利益率改善に向けた取組みを継続 
 

・ ファイナンシャルサービス事業の好調で大幅増益 
 

・ グリーンエネルギー事業への投資資金の調達実施 
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2014年3月期 第3四半期 連結決算（P/L） 

2012/3Q 2013/3Q 
売上高 
構成比 増減額 

売上高 40,358 48,368 100.0 8,009 

営業利益 △1,764 1,438 2.9 3,203 

  （営業外収益） 552 1,080 2.2 527 ※1 

  （営業外費用） 1,254 1,285 2.6 31 

経常利益 △2,466 1,233 2.5 3,699 

  （特別利益） 712 444 0.9 △268 ※2 

  （特別損失） 302 417 0.8 115 ※3 

税金等調整前四半期
純利益 △2,056 1,259 2.6 3,315 

  （法人税等） 390 709 1.4 318 

四半期純利益 △2,430 547 1.1 2,978 

（単位：百万円） 

※1 対ユーロの円安拡大により為替差益716百万円の発生（前期為替差益54百万円） 

※2 関係会社株式売却益398百万円を特別利益として計上 

※3 関係会社株式売却損345百万円を特別損失として計上 
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当社グループの業績特性 

売上高構成比率の高い空間情報コンサルティング事業及びグリーンプロパティ事業に 
おいて、顧客特性により売上高と利益が４Ｑに偏重するため、当社連結決算も同様に
期末偏重型となる。今期は上半期での黒字化を達成し、第3四半期においても大幅に
利益を積上げている。 

（単位：百万円） 

当社グループの四半期別 売上高、営業利益の推移 

-15,000

0

15,000

30,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q
-4,000

0

4,000

8,000
売上高（左軸） 営業利益（右軸） 営業利益累計（右軸）

FY2010 FY2011 FY2012 FY2013 

4Q 
見込み 
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セグメント別業績（P/L） 
（単位：百万円） 

2012/3Q 2013/3Q 増減額 

売上高 40,358 48,368 8,009 

空間情報コンサルティング事業 22,120 24,689 2,568 

グリーンプロパティ事業 12,543 14,086 1,542 

グリーンエネルギー事業 474 974 499 

ファイナンシャルサービス事業 5,197 8,595 3,397 

営業利益 △1,764 1,438 3,203 

空間情報コンサルティング事業 △1,818 △1,090 727 

グリーンプロパティ事業 519 551 32 

グリーンエネルギー事業 △270 △37 232 

ファイナンシャルサービス事業 254 2,385 2,130 

・ 空間情報コンサルティング事業は好調な受注を背景に増収増益を維持 

・ グリーンプロパティ事業は戸建住宅事業が堅調に推移 

・ グリーンエネルギー事業は、国内売電収入の拡大と欧州発電所売却により増収、赤字縮小 

・ ファイナンシャルサービス事業は国内外株式の好調により大幅な増収増益 
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空間情報コンサルティング事業 決算要旨 

好調な受注を背景に増収増益を維持 

（単位：百万円） 

17,528
20,535 22,155

28,513

34,198
37,664

0

10,000

20,000

30,000

40,000

FY2011.3Q FY2012.3Q FY2013.3Q

受注残高 受注高

受注残高、受注高の３年間推移 

・ 受注高：前期比＋3,466百万円（＋10.1％） 
 

・ 売上高：前期比＋2,568百万円（＋11.6％） 
  -公共事業費予算、特に公共インフラの安全対策業務が増加 
  -潤沢な業務量により高い稼働率を維持 
 

・ セグメント利益：前期比＋727百万円 
 

19,417
22,120

24,689

-2,778 -1,818 -1,090 -5,000

5,000

15,000

25,000
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売上 営業利益

0

（単位：百万円） 

売上、営業利益の３年間推移 
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日本アジア証券の収益構造の変化 

・ 外国株式は前年同期比2.1倍の4,178百万円と拡大基調が続いており、
営業収益の過半を占める 

・ 国内株式も株式市場の堅調な推移を追い風として同3.2倍の2,117百万
円と大幅に拡大。 

12 

42%

32%

14%

8%
4%

2012年度 第3四半期

外国株式 外債・ＥＢ債 国内株式 投資信託 その他

1,915

1,460

660

379
173

売上高 

4,589百万円 

※図中の売上高とは証券業の営業収益を表します。 

54%

27%

10%

6%
3%

2013年度 第3四半期

外国株式 国内株式 外債・ＥＢ債 投資信託 その他

4,178

2,117

766

464
195

売上高 

7,722百万円 
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2014年3月期 第3四半期 連結決算（B/S） 

2013/3月末 2013/12月末 増減額 

流動資産 69,587 67,483 △2,103 

現金及び預金 21,507 18,302 △3,205 ※1 

受取手形及び売掛金 25,688 19,236 △6,451 ※2 

その他 22,391 29,944 7,553 ※3 

固定資産 27,202 29,017 1,815 

資産合計 96,853 96,655 △198 

負債 77,490 76,707 △782 

有利子負債 48,025 45,819 △2,205 ※4 

その他 29,465 30,888 1,423 

純資産 19,363 19,947 584 

株主資本 18,503 19,046 542 

少数株主持分 64 57 △6 

その他 795 802 6 

負債・純資産合計 96,853 96,655 △198 

（単位：百万円） 

※1 借入金返済及び買掛金・未払い金の支払に伴う減少  
※2 前期末の売上代金回収に伴い国際航業の売掛債権が減少 
※3 販売用不動産、信用取引資産等の拡大に伴う増加 
※4 前期末の短期借入金返済に伴い、国際航業の有利子負債が減少 
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2014年3月期 通期見通し 

・2014年3月期 通期見通し 

・2014年3月期 通期見通しのポイント 
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2014年3月期 通期見通し 
（単位：百万円） 

FY2012 

（実績） 

FY2013 

（前回予想） 

FY2013 

（今回予想） 
増減額 
（実績-予想） 

売上高 64,384 100.0% 73,000 100.0% 74,000 100.0% 9,616 

      空間情報コンサルティング事業 38,264 40,500 40,500 2,236 

      グリーンプロパティ事業 17,590 22,000 22,000 4,410 

グリーンエネルギー事業 699 1,000 1,000 301 

      ファイナンシャルサービス事業 7,801 9,500 10,500 2,699 

営業利益 1,497 2.3% 3,200 4.3% 3,800 5.1% 2,303 

空間情報コンサルティング事業 703 1.8% 1,000 2.4% 1,000 2.4% 297 

グリーンプロパティ事業 928 5.2% 800 3.6% 800 3.6% △128 

グリーンエネルギー事業 △343 - △100 - △200 - 143 

ファイナンシャルサービス事業 785 10.0% 2,200 23.1% 2,600 24.7% 1,815 

経常利益 673 1.0% 2,000 2.7% 2,600 3.5% 1,927 

当期純利益 1,038 1.6% 1,500 2.0% 1,500 2.0% 462 

＊各セグメントの営業利益は内部取引後の数値となります。 
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2014年3月期 通期見通しのポイント 

16 

 <通期連結業績予想に関するお知らせ（平成26年2月13日）> 
  

 当社は平成25 年11 月12 日に平成26 年３月期の通期連結業績予想を公表いたしました
が、空間情報コンサルティング事業の受注拡大及びファイナンシャルサービス事業の収益拡大を
うけ、売上高、営業利益、経常利益とも前回発表の業績予想を上回る見通しになりました。 
 

 なお、当期純利益につきましては、増益に伴う法人税負担の増加及び特別損益の影響を精
査中であること等から前回予想を据え置きとさせていただきます。 

＜第4四半期と通期見込み＞ 
 
・ 空間情報コンサルティング事業は、生産進捗の前倒しにより、下期偏重型  
だった業績の平準化が進む 

 
・ ファイナンシャルサービス事業は、不安定な状況となっているものの、    
タイムリーな商品戦略により収益の確保を目指す 

 
・ グリーンプロパティ事業は、当初計画どおりに着地する見通し 
 
・ グリーンエネルギー事業は、国内案件での先行負担が続く   
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Appendix 

・2014年3月期 第3四半期 セグメント別概要 

・太陽光発電事業に関する進捗 

・太陽光発電開発実績（国内） 
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空間情報コンサルティング事業 

セグメント業績推移 

セグメント決算概要 

（百万円） 

<売上高> 
（百万円） 

<セグメント利益> 

・ 売上高：前期比＋2,568百万円（＋11.6％） 
  -公共事業費予算、特に公共インフラの安全対策業務の増加 
  -潤沢な業務量により高い稼働率を維持 
 
・ 営業利益：前期比＋727百万円 

-生産性の向上に向けた取組みを継続 
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受注の状況（空間情報コンサルティング事業） 

2012/3Q 2013/3Q 比較増減 

受注高 受注残高 受注高 受注残高 受注高 受注残高 

34,198 20,535 37,664 22,155 ＋10.1（％） ＋7.8（％） 

（単位：百万円） 

0

10,000

20,000

30,000

0

10,000

20,000

30,000

40,000

2011/3Q 2012/3Q 2013/3Q

受注高

受注残高

（受注高） （受注残高） ＜増加要因＞ 

公共インフラ（道路･橋梁等）の老朽化に
伴う安全対策業務の増加 

 ・道路ストックの老朽化対策        
（点検・評価） 

 ・長期的なインフラ施設管理       
（計画・白書作成） 

（単位：百万円） 
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グリーンプロパティ事業 

・ 売上高：前期比＋1,542百万円 （＋12.3％） 
-太陽光発電所関連業務の拡大 
-戸建住宅事業が堅調に推移 

 
・ 営業利益：前期比＋32百万円（＋6.1％） 

-戸建住宅事業の上期案件の早期進行、経費削減による黒字化 

セグメント業績推移 

セグメント決算概要 

12,225 12,543
14,086

0

8,000

16,000

2011/3Q 2012/3Q 2013/3Q

265

519 551

0

300
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（百万円） 

<セグメント利益> 

（百万円） 

<売上高> 
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受注の状況（グリーンプロパティ事業） 

2012/3Q 2013/3Q 比較増減 

受注高 受注残高 受注高 受注残高 受注高 受注残高 

11,878 7,650 14,064 11,733 +18.4（％） +53.3（％） 

（単位：百万円） 

0

5,000

10,000

15,000

0

5,000

10,000

15,000

2011/3Q 2012/3Q 2013/3Q

受注高

受注残高

（受注高） （受注残高） 
（単位：百万円） 

＜増加要因＞  

・注文住宅分野での受注・着工が堅調推移 

・太陽光発電関連事業の拡大化 

2012/3Q 2013/3Q 比較増減 

注文住宅着工棟数（棟） 注文住宅着工棟数（棟） 注文住宅着工棟数（棟） 

341 360 19 
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△ 109

△ 270

△ 37

-300

0
2011/3Q 2012/3Q 2013/3Q

グリーンエネルギー事業 

・ 売上高：前期比＋499百万円（＋105.4％） 
-欧州は発電所売却に加え売電収入が堅調に推移 
-国内太陽光発電事業は前期竣工した案件が通年で収益寄与 

 
・ 営業利益：前期比＋232百万円 

-欧州は事業スリム化に伴いコスト低減を継続 
-国内は太陽光発電所の自社開発が進行 

756

474

974

0

500

1,000

2011/3Q 2012/3Q 2013/3Q

セグメント業績推移 

セグメント決算概要 

（百万円） 

<売上高> 
（百万円） 

<セグメント利益> 
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ファイナンシャルサービス事業 

・ 売上高：前期比＋3,397百万円 （＋65.3％） 
-外国株式は引き続き最大の収益源 
-日本株による収益が大幅に拡大 

 
・ 営業利益：前期比＋2,130百万円（9.3倍） 

-取引拡大に伴う大幅増益 

セグメント業績推移 

セグメント決算概要 

（百万円） 

<売上高> 
（百万円） 

<セグメント利益> 
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太陽光発電事業に関する進捗 

ビジネスモデル 稼働・竣工 案件確保 交渉中 合計 

売電事業 16.0 84.5 396.0 496.5 

開発・運営受託事業 
（PM/CM/EPC/O＆M） 

13.9 45.7 28.9 88.5 

計 585.0 

（単位：MW） 

※売電事業については、案件確保とは土地確保が既に済んでいる案件で、電力会社との接続協議中の案件も含まれます。
また、開発・運営受託事業については、委託者との契約もしくは契約内示が既に済んでいる案件となります。 

【日本】 

ビジネスモデル 稼働 

売電事業   6.1 

開発・運営受託事業 
（PM/CM/EPC/O＆M） 

69.7 

【欧州】 （単位：MW） 
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  稼働・竣工 
16.0 MW 

  案件確保 
84.5 MW 

  交渉中 
396.0 MW 

太陽光発電開発実績（国内）  

宮崎ソーラーウェイ 
（第一0.05、第二1.0ＭＷ） 

鹿屋ソーラーウェイ（0.5ＭＷ） 

坂出ソーラーウェイ（2.0ＭＷ） 

尾道市高須町 
太陽光発電所 
（0.6ＭＷ） 

坂出ソーラーウェイⅡ（2.0ＭＷ） 

白石ソーラーウェイ（2.0ＭＷ）  

宇佐ソーラーウェイ（1.0ＭＷ） 

響灘ソーラーウェイ（2.0ＭＷ） 

（仮）和歌山・橋本 
太陽光発電所 
（0.7ＭＷ） 

杵築ソーラーウェイ（2.0ＭＷ） 

本別ソーラーウェイ（1.0ＭＷ） 

中札内ソーラーウェイ（1.5ＭＷ） 

幕別ソーラーウェイ（0.7ＭＷ） 

音別ソーラーウェイ（0.7ＭＷ） 

館林ソーラーパーク（0.5ＭＷ） 

埼玉・杉戸ソーラーウェイ 
（0.5ＭＷ） 

星が浦ソーラーウェイ（1.5ＭＷ） 

サイカチ山ソーラーウェイ（1.8ＭＷ） 

行田ソーラーウェイ（2.0ＭＷ） 

足柄大井ソーラーウェイ（13.0ＭＷ） 

25 
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本資料に記載されている将来に関する記述および数値は、当社が現在入手している情報及び

合理的であると判断する一定の前提に基づいており、将来の実際の業績は、今後様々な要因

によって大きく異なる結果となる可能性があります。 

お問合せ先： 

  

   コーポレート・コミュニケーション部  

 

       TEL：03-3288-5704   

       FAX：03-3262-6390 

       E-mail： ir@japanasiagroup.jp 

          URL：http://www.japanasiagroup.jp/ 


